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「森林と生活に関する世論調査」から見えた

森林に対する国民の期待

　

今
年
の
五
月
二
四
日
（
木
）
か
ら
六
月
三
日
（
日
）、

内
閣
府
に
お
い
て「
森
林
と
生
活
に
関
す
る
世
論
調
査
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
対
象
は
全
国
の
二
十
歳
以

上
の
男
女
計
三
〇
〇
〇
人
で
、
回
収
率
は
六
〇
・
九
％

（
対
面
に
よ
る
調
査
）。
森
林
へ
の
親
し
み
や
森
林
の
役

割
、
政
府
が
取
り
組
む
べ
き
方
針
な
ど
の
調
査
項
目
を

設
け
、
国
民
の
皆
様
の
森
林
と
生
活
に
関
す
る
意
識
を

把
握
し
、
今
後
の
施
策
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
前
回
は
平
成
十
五
年
十
二
月
に
同
様
の
調
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
結
果
の
大
き
な
特
徴
は
、
国
民
の
皆
様
の
多

く
が
森
林
に
親
し
み
を
感
じ
、
ま
た
、
森
林
や
国
有
林

に
期
待
す
る
働
き
と
し
て
「
地
球
温
暖
化
防
止
」
と
の

回
答
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
結
果
は
、
豊
か
な
景
観
や
自
然
環
境
を
楽
し
み
な

が
ら
も
、
来
た
る
京
都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
に
向

け
て
森
林
が
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
と
し
て
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
民
全
体
の
認
識

が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

今
後
、「
美
し
い
森
林
づ
く
り
推
進
国
民
運
動
」
や

さ
ま
ざ
ま
な
緑
化
行
事
を
通
じ
て
、
ま
す
ま
す
国
民
の

皆
様
の
理
解
と
協
力
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

調
査
結
果
か
ら
垣
間
見
え
た

国
民
の
皆
様
の
関
心
の
高
ま
り

今年５月に行われた「森林と国民に関する世論調査」。
この結果から見えてきたのは、国民の皆様の森林に対する大きな期待でした。

６つのポイントを軸に、今回の調査結果を紹介します。
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「
森
林
に
期
待
す
る
働
き
」
で
も
っ
と
も

多
か
っ
た
回
答
は
、「
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
す
る
働
き
」
で
五
四･

二
％
（
グ

ラ
フ
Ａ
）。「
国
有
林
に
期
待
す
る
働
き
」

ポ
イ
ン
ト
1

森
林
へ
の
期
待

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

強
い
関
心
が
表
れ
る
結
果
に

の
回
答
で
も
、
五
三･

一
％
を
占
め
ま
し

た
（
グ
ラ
フ
Ｂ
）。
前
回
ま
で
の
調
査
で

継
続
し
て
第
一
位
の
回
答
だ
っ
た
「
山
崩

れ
や
洪
水
な
ど
の
災
害
を
防
止
す
る
働

き
」
を
抜
い
た
こ
と
か
ら
も
、
近
年
、
国

民
の
皆
様
の
森
林
の
働
き
に
対
す
る
意
識

に
変
化
が
見
て
取
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
京

都
議
定
書
の
第
一
約
束
期
間
（
二
〇
〇
八

年
か
ら
二
〇
一
二
年
）
が
間
近
に
迫
る
中

で
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
の
国
民

的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
あ
ら

グラフＡ　あなたは、今後、森林のどのような働きを期待しますか？

二酸化炭素を吸収すること
により、地球温暖化防止に
貢献する働き

0 10 20 30 40 50 60（％）

（注1）平成15年12月調査では、「あなたは、今後、
　　　 森林の働きに何を期待しますか」と聞いている
（注2）平成15年12月調査までは、「大気を浄化したり、
　　　 騒音をやわらげる働き」となっている
（注3）平成15年12月調査では、「心身の癒しや安らぎ、
　　　 レクリエーションの場を提供する働き」となって
　　　 いる　

（３つまでの複数回答）

山崩れや洪水などの災害を
防止する働き

水資源を蓄える働き

空気をきれいにしたり、騒
音をやわらげる働き（注２）

心身の癒しや安らぎの場を
提供する働き（注３）

貴重な野生動植物の生息の
場としての働き
自然に親しみ、森林と人と
のかかわりを学ぶなど教育
の場としての働き

木材を生産する働き

きのこや山菜などの林産物
を生産する働き

その他

特にない

わからない

今回調査（N＝1,827人）
平成15年12月調査（注１）

54.2
42.3

48.5
49.9

43.8
41.6

38.8
31.3

31.8
26.4

22.1
23.1

18.0
18.7

14.6
17.5

10.6
14.4

0.2
0.3

0.9
2.1

0.4
1.0

わ
れ
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
他
の
「
森
林
に
期
待
す
る
働
き
」

に
は
、「
水
資
源
を
蓄
え
る
」、「
空
気
を

き
れ
い
に
し
た
り
、
騒
音
を
和
ら
げ
る
」、

「
心
身
の
癒
し
や
安
ら
ぎ
の
場
を
提
供
す

る
」
な
ど
、
森
林
が
持
っ
て
い
る
公
益

的
な
機
能
に
期
待
が
高
く
、
特
に
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
ヒ
ー
リ
ン
グ
と
い
っ
た
精

神
安
定
機
能
な
ど
が
、
前
回
の
調
査
よ
り

ポ
イ
ン
ト
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。ま
た「
国

有
林
に
期
待
す
る
働
き
」
で
は
、
こ
れ
ら

に
加
え
、「
貴
重
な
野
生
動
植
物
の
生
息

の
場
」、「
自
然
に
親
し
み
、
森
林
と
人
と

の
か
か
わ
り
を
学
ぶ
」
な
ど
へ
の
期
待
が

比
較
的
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

グラフＢ　あなたは、今後、国有林にどのような働きを期待しますか？

二酸化炭素を吸収することにより、
地球温暖化防止に貢献する働き

0 10 20 30 40 50 60 （％）

（３つまでの複数回答）

山崩れや洪水などの災害を防止する
働き

水資源を蓄える働き

空気をきれいにしたり、騒音をやわ
らげる働き

心身の癒しや安らぎの場を提供する
働き

貴重な野生動植物の生息の場として
の働き

自然に親しみ、森林と人とのかかわ
りを学ぶなど教育の場としての働き

木材を生産する働き

きのこや山菜などの林産物を生産す
る働き

その他

特にない

わからない

53.1

48.6

40.4

30.1

28.4

26.1

21.5

18.9

6.2

0.3

1.3

1.1 総数（N=1,827人）
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「
森
林
整
備
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
問

い
で
は
、「
公
益
的
機
能
が
高
度
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
に
、
た
と
え
経
済
効
率
が
低

く
て
も
整
備
す
べ
き
」が
七
四･

六
％（
グ

ラ
フ
Ｃ
）
と
、
前
回
同
様
に
高
い
割
合
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
国
民
の
多
く

ポ
イ
ン
ト
2

森
林
整
備

森
林
整
備
支
援
の
必
要
性
と

費
用
負
担
に
対
す
る
理
解

が
、
森
林
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
発
揮
の

た
め
に
森
林
整
備
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、「
森
林
整
備
の
方
法
」
に
つ
い

て
の
問
い
で
は
、「
森
林
所
有
者
に
対
し

て
補
助
金
交
付
な
ど
で
支
援
」
と
「
森

林
所
有
者
に
代
わ
っ
て
意
欲
あ
る
者
が

整
備
」
が
多
く
、
合
わ
せ
て
六
〇
％
以
上

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
森

林
整
備
は
所
有
者
だ
け
の
問
題
で
な
く
、

国
民
全
体
の
問
題
で
あ
る
と
の
認
識
が

広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま

す
。

グラフＣ　あなたは、森林の整備はどうあるべきだと思いますか？

今回調査

平成15年12月調査（注1）

（該当者数）

（1,827人）

（2,113人）

［性別］

男　　　　　性

女　　　　　性

（809人）

（1,018人）

［年齢］

20　～　29歳

30　～　39歳

40　～　49歳

50　～　59歳

60　～　69歳

70歳以上

（170人）

（297人）

（317人）

（390人）

（352人）

（301人）

74.6 17.1 5.3 2.8

74.4 13.9 4.6 6.6

76.0 16.9 6.1 0.5

73.5 17.2 4.6

68.8 24.1 7.1

4.6

72.4 18.5 7.4 1.0

78.9 14.5 5.0 1.3

74.1 18.5 6.0 1.4

68.4 16.6 4.0 10.6

80.5 14.1 3.3 1.8

0.3

0.4

0.5

0.1

0.7

0.3

0.3

0.3

森林は、国土保全、災害
防止などの公益的機能が
高度に発揮されるよう、
たとえ経済効果が低くて
も整備すべき（注２）

森林は、木材を生産する
など経済活動の対象であ
るから、経済効果を第一
に考えて、整備を行うか
どうか判断すべき（注３）

特に整備を
行う必要は
ない（注４）

その他

わから
ない

（注1）平成15年12月調査では、「わが国の森林は、多くの機能をもっているものの、山村の過
　　　 疎化や林業の不振などにより、適正な手入れがされない森林が増えることが心配されて
　　　 います。あなたは、これからの森林の整備はどうあるべきだと思いますか」と聞いている
（注2）平成15年12月調査では、「森林は、たとえ経済効率に合わなくても、国土保全、災害防
　　　 止などの公益的機能を重視して整備すべき」となっている
（注3）平成15年12月調査では、「森林は、木材を生産するなど経済活動の対象であるから、経
　　　 済効率を第一に考えて整備すべき」となっている
（注4）平成15年12月調査では、「特に整備しない」となっている

（％）

「
今
後
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
を
進
め

る
上
で
、
誰
が
主
体
と
な
っ
て
森
林
整
備

を
進
め
る
か
」
の
問
い
に
は
、
八
〇
％
の

人
が
「
国
際
的
な
約
束
で
あ
る
か
ら
、
国

や
地
方
公
共
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
進
め

る
」
と
回
答
（
グ
ラ
フ
Ｄ 

）
し
、
前
回

調
査
よ
り
も
一
三
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い

ポ
イ
ン
ト
3

地
球
温
暖
化
防
止
の

た
め
の
森
林
対
策

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の

森
林
整
備
に
強
い
関
心

ま
す
。ま
た
、費
用
負
担
に
つ
い
て
は
、「
温

室
効
果
ガ
ス
を
排
出
す
る
割
合
に
応
じ

て
企
業
や
国
民
が
負
担
す
る
」（
五
五
％
）、

「
森
林
の
恩
恵
は
広
く
国
民
全
体
に
及
ぶ

こ
と
か
ら
、
国
民
全
体
で
負
担
す
る
」

（
五
四
％
）
と
原
因
者
負
担
の
考
え
方
と

受
益
者
負
担
の
考
え
方
が
そ
れ
ぞ
れ
五
割

を
上
回
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
前
回
よ
り

増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
地
球

温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
森
林
整
備
を
推

進
し
て
い
く
た
め
の
費
用
負
担
に
つ
い
て

は
、
回
答
者
の
多
く
が
国
民
の
間
で
何
ら

か
の
負
担
を
す
べ
き
と
の
考
え
方
で
あ
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

グラフＤ　地球温暖化防止のための森林対策

国際的な約束であるから、国や
地方公共団体が主体となって森
林の整備を進める

広く情報を提供して国民の幅広
い参加や協力により、森林の整
備を進める

森林所有者自らの取り組みを
主体に森林の整備を進める

現状のままで、できる範囲の
ことをすればよい

その他

わからない

今回調査（N=1,827人）

平成15年12月調査（N=2,113人）

0 10 20 30 40 50 60 70 80
（％）

（複数回答）

79.6

66.9

52.5

39.4

21.1

21.7

3.6

5.3

0.3

0.3

2.3

7.4
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「
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
の
項
目
で
は
「
参
加
し
た
い
」、「
ど
ち
ら

か
と
い
え
ば
参
加
し
た
い
」
が
合
わ
せ
て
五
四･

八
％
と
、
前
回
調
査
の

四
〇･

七
％
か
ら
大
幅
に
上
昇（
グ
ラ
フ
Ｅ
）。
約
半
数
が
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
へ
の
参
加
意
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
参
加
し
た
い
と
答
え
た
方
に
参
加
形
態
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
前
回

の
調
査
結
果
と
首
位
が
入
れ
替
わ
り
、「
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
」
か
ら
「
団

体
な
ど
の
活
動
に
参
加
」
が
ト
ッ
プ
に（
グ
ラ
フ
Ｆ
）。こ
れ
は
、
イ
ベ
ン
ト

体
験
か
ら
実
際
の
活
動
へ
の
参
加
へ
と
、
国
民
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
へ
の
参
加
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
4

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
関
心

イ
ベ
ン
ト
体
験
か
ら
活
動
へ
の
参
加
へ

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
に
つ
い
て
今
後
取
り
組
む

べ
き
方
策
は
」
の
問
い
で
は
、「
紙
や
ボ
ー
ド
類
の
原
料
と

し
て
利
活
用
」（
五
八
％
）
が
最
も
高
い
割
合
を
示
し
た
ほ

か
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
利
活
用
」（
四
八
％
）、「
燃

料
用
エ
タ
ノ
ー
ル
に
加
工
す
る
な
ど
の
燃
料
と
し
て
の
利
活

用
」（
四
五
％
）、「
堆
肥
や
家
畜
の
敷
料
と
し
て
の
利
活
用
」

（
四
四
％
）
等
、
何
ら
か
の
利
活
用
が
必
要
と
す
る
回
答
が

多
く
み
ら
れ
、「
特
に
利
活
用
す
る
必
要
は
な
い
」（
二
％
）

と
い
う
回
答
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
（
グ
ラ
フ
Ｈ
）。

特
に
「
エ
タ
ノ
ー
ル
に
加
工
す
る
」
の
回
答
は
、
前
回
調
査

の
同
様
の
質
問
に
く
ら
べ
る
と
二
〇
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
関
心
の
急
速
な
高
ま
り
が
う
か
が
え
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
6

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

多
く
の
方
々
が
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を

何
ら
か
に
活
用
す
べ
き
と
回
答

グラフＥ　あなたは、森林ボランティア活動に参加したいですか？

グラフＦ　どのような形で森林ボランティア活動を行いたいですか？

グラフＧ　あなたが今後、住宅を建てたり、買ったりする場合、
　　　　　どんな住宅を選びたいと思いますか？

（注1）平成15年12月調査では、「仮に、あなたが今後、新たに住宅を建てたり、買ったりする場合、
　　　どんな住宅を選びたいと思いますか」と聞いている
（注2）平成８年１月調査では、「ところで仮に、今後新たに住宅を建てたり、買ったりするときに、この
　　　中のどんな住宅を選びたいと思いますか」と聞いている
（注3）平成８年１月調査までは、「木造住宅（プレハブ工法など従来工法以外のもの）」となっている

今回調査

平成15年12月調査（注１）

平成11年07月調査

平成08年01月調査（注２）

平成05年01月調査

平成元年10月調査

（1,827人）

（2,113人）

（2,137人）

（2,282人）

（2,166人）

（2,358人）

木造住宅
（昔から日本にある
従来工法のもの）

（該当者数）
61.6 21.8 14.7 1.9

60.0 20.4 12.8 6.8

67.0 21.5 7.7 3.8

69.1 12.5 15.1 3.3

72.4 9.2 15.1 3.2

72.5 9.4 14.1 4.0

（％）

木造住宅
（ツーバイフォー工法
など従来工法以外のも
の／注３）

非木造住宅
（鉄筋、鉄骨、コンク
リート造りのもの）

わから
ない

今回調査

平成15年12月調査

（1,827人）

（2,113人）

（該当者数）

参加したい　54.8
参加したい どちらかといえば

参加したい

わからない 参加したくない　43.4

どちらかといえば
参加したくない

参加した
くない

11.0 43.8 1.8 26.4 17.0

8.0 32.7 6.2 30.8 22.3

（％）

今回調査

平成15年12月調査

（1,001人）

（861人）

（該当者数）

森林づくりのボランティア
活動を実施している団体の
活動に参加

職場や地方公共団体など
が呼びかけている森林づ
くりのイベントに参加

（ボランティア活動に、「参加したい」とする者に）
団体の加入などは
行わず、自分たち
だけで独自に活動 わからない

その他

（％）
41.7 45.8 10.4 1.5

0.7
29.4 55.4 11.6 1.9

1.7

「
国
産
材
利
用
が
森
林
の
整
備
に
役
立
つ
と
思
う
か
」
と
の
問
い
に
は
、

八
〇･

七
％
が
「
は
い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
国
産
材
の
利
用
と
森
林
整

備
に
は
密
接
な
役
割
が
あ
り
、
森
林
整
備
を
行
う
に
は
国
産
材
の
利
用
が

不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
、
理
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま

た
「
ど
ん
な
住
宅
を
選
び
た
い
か
」
の
問
い
の
は
、「
在
来
工
法
の
木
造
住

宅
」
が
前
回
同
様
ト
ッ
プ
と
な
り
、
木
造
住
宅
へ
の
関
心
が
高
い
こ
と
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
Ｇ
）。

ポ
イ
ン
ト
5

木
材
利
用
へ
の
意
向

国
産
材
利
用
へ
の
関
心
と
木
造
住
宅
へ
の
興
味

グラフＨ　木質バイオマスの利活用策

紙やボード類の原料として
の利活用の推進

燃やして発電する、またはボイ
ラーで熱を利用するなどのエネ
ルギー源としての利活用の推進

燃料用エタノールに加工す
るなどの燃料としての利活
用の推進
細かくして堆肥や家畜の飼
育舎に敷く敷料としての利
活用の推進

その他

特に利活用する必要はない

わからない

0 10 20 30 40 50 60

今回調査（Ｎ＝1,827人）

（％）

57.7

47.6

45.2

44.3

0.3

1.5

5.3




